
       ゴールデンウィーク 10連休(その 3) 

          広島から竹原、忠海、須波そして生口島へ 

                           事務局長 池田良穂 

 広島では、アクアネット広島の運航する 6 隻の高速旅客船の写真が不足していました。

そこで広島市内に宿泊して 6 隻の姿を撮影することにして、広島市内にホテルをとりまし

た。ゴールデンウィークということもあり、ホテルはほとんど空いてなく、しかも目玉が飛

び出るほど高い値段でした。 

さてアクアネット広島は、広島市内中心部の原爆ドームの横の桟橋から出港して、川を下

って広島湾にでて宮島まで行くという、河川と海の両方にまたがる航路を運航しており、河

川は低速で、海上は 20 ノット以上の高速で航走して、約 45 分で結びます。海上を高速航

行する 1 隻を、レストラン船「銀河」の上から撮影したことはありますが、他の 5 隻には会

ったことがありませんでした。 

時刻表では 30 分間隔での運航なので全船を撮影するのは大変だと思っていたのですが、

ゴールデンウィークの真っ最中なので臨時便がたくさんでていて、約 1 時間で全船を撮影

できることがわかりました。桟橋は元安川にありますが、基本航路は少し上流に遡って本川

にでてから川を下るとのこと。朝に会社に当日の航路を確認をしてから、本川にかかる橋の

近くで待機をしました。計画通り約 1 時間で、川岸から、また橋の上から、6 隻全部の姿を

カメラに収めることができました。 

 
「かぐら」 

 
「きらら」 

 
「しえら」 

 
「うらら」 



 
「さくら」 

 
「すてら」 

 

 フラワーフェスティバルの開催で交通規制がでる前に広島市内を脱出して、次の宿泊地は

尾道にとっていました。 

 途中で竹原港、忠海港、津波港(三原)に寄ることにしました。竹原港に寄ったのは、沖合

の契島に行く高速旅客船「ちぎり」と、大崎上島に行く高速船「かがやき 2 号」の写真が不

足していたからです。竹原港のフェリーターミナルは「海の駅」になっており、3 階にある

イタリアレストランから港全体が見渡せます。出入りするフェリーの姿を眺めながら昼食

をとった後、港の入口の防波堤に移動して出港する目的の 2 隻の出港を待ちました。 

 忠海港では、大久野島へ行くフェリーと旅客船を撮影することにしましたが、港の入口で

ガードマンに止められ、「今からだと 3 時間待ちだよ」と告げられました。桟橋に面した道

路には乗船待ちの長蛇の列ができていました。かつての毒ガス製造の島も、今は 700 羽の

うさぎと観光客であふれています。島には国民休暇村がありますが住民はおらず、20 名余

りの休暇村の従業員だけなので無人島に分類されているとのこと。観光客だけで離島航路

が成り立っている珍しい航路と言えます。 

 三原に近い津波港では、生口島の沢港に行くフェリーが出ていますが、この日は大久野島

への高速船も運航されていました。 

  

竹原港 

 
 イタリアレストランから竹原港のフェリー桟橋

が見えます。 

 
竹原港を出港する高速旅客船「かがやき 2 号」 



 
竹原港に入港する「第七さんよう」の姿です。 

 
高速旅客船「ちぎり」は、竹原港と契島を結びます。 

 

忠海港 

 
大久野島への純客船「マリンラビット」。ゴールデ

ンウィークで乗客が溢れていて、3 時間待ちとか。 

 
フェリー「第三おおしま」。大崎上島とを結びます。 

 

須波港 

 
生口島の沢港との間のフェリー「第七かんおん」は

25 分の航海時間です。 

 
須波港をでて大久野島に向かう高速旅客船「かが

やき 1 号」もキャッチできました。 

 

 須波港に到着した時に、ちょうど生口島航路の「第七かんおん」が入港してきたので、短

い船旅を楽しむことにしました。ずっと車での移動だったので、海風を浴びながらの船旅が

爽快でした。わずか 25 分の航海ですが・・・。 

沢港は内海造船の瀬戸田工場のすぐ横にあり、艤装岸壁には 2 隻の PCC が、船台の上に

フェリーらしき船体がありました。また、沢港には、隣の瀬戸田港に出入港する高速旅客船

も頻繁に寄港していますので、このシップウォッチングも楽しめます。ただ、乗下船客がい

ないときには寄港をスキップします。 



沢港(生口島) 

 

 
沢港に入港する直前に、フェリーの上から内海造

船で建造中の船を見ることができます。船台の上

にはフェリーらしき船体がだいぶ出来上がってい

ました。艤装岸壁には 2 隻の PCC が着岸していま

した。 

 
三原とを結ぶ双胴高速船「シーホーク」。乗下船す

る人がいないので沢港には寄らずに瀬戸田港に直

行していました。 

 
「さんろまんすⅡ」。三原航路に就航しています。 

 
「サイクルシップ ラズリ」。自転車を 50 台積め

るサイクリスト用の高速旅客船です。週末に尾道

との航路に 1 日 2 便就航しています。 

 
チャーター船「だいふくまる 2」の姿も。 

 

 

 

                                

 


